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鉄砲伝来

他地域の文化を取り入れて、
島の文化を発展させてきた。



現在の種子島

・種子鋏

・能野焼

・伝統芸能

素晴らしい文化がたくさんある



現状は？
・後継者不足

・高齢化

・過疎化

・若者が携わる機会の減少

伝統文化の衰退



このままでは

種子島独自の文化が失われてしまう



西之表市無形民俗文化財保存連絡協議会

１．民俗文化財の保存・伝承活動

民俗文化財の普及・啓発活動

→披露時期に合わせて各団体積極的に行う

２．各保存会への活動補助金の交付

３．民俗文化財の発表の機会の提供

→市主催事業等での出演依頼（随時）

主要事業



４．民俗文化財公開の広報活動

→全戸配布チラシ、

ホームページや防災無線等を活用した広報

５．各保存会の研修・情報提供

→国・県、財団等からの情報提供（随時）

６．各助成制度の利用促進

→情報提供・希望会員団体の手続き援助（募集
開始：1月頃～）



・ふるさと応援隊新聞
・交流事業 など

その他にも

・種子島ふるさと応援隊

西之表市ホームページより



・ぢろ（囲炉裏）の会
種子島の方言・昔話を広める

・ふるさと応援寄附金の活用

西之表市の民俗芸能集および

郷土芸能カレンダーの制作・発刊

西之表市ホームページより



図１ 伝統工芸の各項目推移

伝統工芸品産業復興協会 より

指定品目数は増えているが、
生産額・従事者数・企業数はと
もに減少傾向

保護意識は高まっているが、
結果につながっていない



文化の保護だけでなく、

発展することも大切



例１ 岩手県

岩手県民俗芸能フェスティバル

踊りを中心とする、県内の多種多様な
民俗芸能を鑑賞することができる絶好
の機会となっている。



例２ 伝統×現代

・歌舞伎×アニメ・漫画

ワンピース、風の谷のナウシカ、ＮＡＲＵＴＯ 等

・埼玉柿沼人形×猫ブーム



学生×島の文化

西之表の学生が地元の

郷土料理や伝統工芸品をアレンジ

↓
学生がＳＮＳで発信



イベントを開催

＊学生が事業所と協力して作り上げた商品を販売

各団体の商品のプレゼンテーション

→伝統工芸品を島内外に発信



政策を通して

文化の復興・継承

島内外への発信

地域の交流

若者が文化に携わる機会を提供
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